
前
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に
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七

序
論

　

先
学
は
『
易
』
の
原
始
的
な
姿
と
、
そ
れ
が
「
人
更
三
聖
、
世
歴
三
古
」
と

い
っ
た
儒
教
的
言
説
に
よ
っ
て
覆
い
隠
さ
れ（

（
（

、
儒
教
に
お
け
る
経
典
と
な
っ
て

い
く
過
程
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
易
』
は
も
と
も
と
占
筮
の
書

で
あ
り
、
こ
れ
が
儒
者
た
ち
に
経
典
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
早
く
と

も
戦
国
の
末
期
に
な
っ
て
か
ら
で（

（
（

、
や
が
て
戦
国
末
か
ら
前
漢
に
か
け
て

『
易
』
は
「
十
翼
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
を
包
摂
し
、『
周
易
』
と
し
て
確
立
し（

（
（

、

そ
の
後
、
儒
教
が
国
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
『
周
易
』
は

『
易
経
』
と
し
て
経
典
化
す
る
に
至
っ
た（

（
（

、
と
。

　

す
る
と
、
続
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
『
易
』
の
変
化
が
何
を

契
機
に
し
て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
具
体
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
・
清
華
大
楚
簡
・
馬
王
堆
帛
書
・
阜
陽
漢

簡
と
い
っ
た
出
土
文
字
資
料
の
飛
躍
的
増
大
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
大
き
く

進
展
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
成
果
の
多
く
は
思
想
史
的
視
点
に
よ
る
研
究
で
あ
り
、
こ
れ

を
歴
史
的
な
見
地
か
ら
検
討
し
た
も
の
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
あ
る
テ
キ
ス

ト
が
「
経
典
」
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
著
者
の
意
図
し
て
い
た
目
的

や
、
従
来
の
解
釈
か
ら
離
れ
、
そ
の
典
籍
そ
の
も
の
が
神
聖
化
さ
れ
、
新
た
な

価
値
を
付
与
さ
れ
て
い
く
過
程
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
易
に
即
し

て
い
え
ば
、
単
な
る
占
卜
の
書
で
あ
っ
た
『
易
』
が
、
儒
教
の
言
説
に
よ
っ
て

潤
色
さ
れ
、『
易
経
』
と
し
て
成
立
す
る
過
程
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
文
化
史
的
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
文
化
」
は
今
日
非
常
に
多
義
的
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
「
秩
序
を
作
り
、
優
先
権
を
決
め
る
意
味
の
体
系
」
と
理
解
す

る
の
で
あ
れ
ば（

（
（

、
こ
の
易
を
め
ぐ
る
変
化
も
ま
た
、
文
化
に
お
け
る
一
つ
の
要

素
が
確
立
し
て
い
く
様
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
漢
に
お
け
る
易
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て
、
そ
の
受

容
と
い
う
側
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
易
を
卜
筮
の
一
種
と
し
、

前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

�

川
　
村
　
　
　
潮



九
八

『
易
』
を
そ
の
テ
キ
ス
ト
と
見
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
卜
筮
を
行
う
際

に
用
い
ら
れ
る
は
ず
で
、『
易
』
を
儒
教
の
経
典
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
文
言

の
意
味
や
解
釈
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
易
が
い
か
よ
う
に

受
容
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
易
そ
の
も
の
の
変
化
と
軌
を
一
に
す
る
の
で

は
な
い
か
。

　

本
題
に
入
る
前
に
、
本
稿
で
引
く
史
料
に
し
ば
し
ば
見
え
る
「
卜
」「
卦
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
字
義
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
周
知
の
通
り
、
卜
は
亀

卜
の
こ
と
で
、
卦
は
易
占
に
よ
っ
て
表
れ
る
兆
象
の
こ
と
で
あ
る
が
、
必
ず
し

も
こ
れ
ら
の
意
味
だ
け
に
限
定
し
て
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
卜
は
『
史
記
』
巻

一
二
三
大
宛
列
伝
に
「
初
め
、
天
子
書
を
發
き
て
易
す
」
と
あ
る
『
集
解
』
に

「『
漢
書
音
義
』
曰
く
、
易
書
を
發
き
て
以
て
卜
す
」
と
あ
る
よ
う
に
易
占
に

お
い
て
も
用
い
ら
れ（

（
（

、
卦
は
同
巻
一
〇
孝
文
本
紀
に
「
之
を
龜
に
卜
す
る
に
、

卦
兆
の
大
横
な
る
を
得
」
と
あ
る
よ
う
に
亀
卜
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
史
料
中
に
卜
・
卦
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
の

み
を
根
拠
と
し
て
亀
卜
・
易
占
の
別
を
判
断
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
本
稿
で
は
し
ば
し
ば
『
史
記
』
巻
一
二
七
日
者
列
伝
・
同
巻
一
二
八
亀

策
列
伝
を
引
く
が
、
両
篇
は
い
ず
れ
も
『
史
記
』
原
本
よ
り
失
わ
れ
た
部
分
で
、

司
馬
遷
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
人
の
褚
少
孫
の
増
補
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
両
伝
の
文
中
に
「
太
史
公
曰
」
と
あ
る
一
節
が
見
ら
れ
る
こ

と
、
褚
少
孫
が
宣
帝
（
前
七
四
～
四
九
（
あ
る
い
は
元
帝
（
前
四
九
～
三

三
（・
成
帝
（
前
三
三
～
前
七
（
期
の
博
士
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
ら
を
遅
く
と
も
前
漢
中
後
期
の
史
料
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う（

（
（

。

一
　
易
占
の
行
為
者

　

は
じ
め
に
、
前
漢
に
お
い
て
易
に
対
す
る
知
識
を
保
有
し
、
そ
の
技
能
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
た
人
々
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
こ
の
よ
う
な
人
物
と
し

て
、
国
家
の
側
に
は
太
卜
の
官
が
あ
り
、
民
間
に
は
市
で
売
卜
を
行
う
卜
者
が

い
た
。
ま
た
、
官
吏
と
な
っ
た
人
物
の
中
に
も
易
を
学
ん
だ
も
の
が
多
数
見
ら

れ
る
が
、
彼
ら
は
太
卜
な
ど
占
卜
を
本
務
と
す
る
官
に
就
か
な
い
こ
と
も
あ
っ

た
。

　
　

１　
太
卜

　

太
卜
に
つ
い
て
は
『
周
礼
』
春
官
宗
伯
大
卜
条
に
、

大
（
太
（
卜
は
三
兆
の
灋
を
掌
り
…
中
略
…
三
易
の
灋
は
、
一
に
連
山
と

曰
い
、
二
に
歸
藏
と
曰
い
、
三
に
周
易
と
曰
う
。
其
の
經
卦
は
皆
な
八
、

其
の
別
は
皆
な
六
十
有
四
な
り
。
掌
三
夢
の
灋
を
掌
り
…
…
。

と
あ
り
、『
漢
書
』
巻
九
六
西
域
伝
渠
犂
国
条
に
は
武
帝
期
の
こ
と
と
し
て
、

公
車
・
方
士
・
太
史
の
星
を
治
め
氣
を
望
む
、
及
び
太
卜
の
龜
・
蓍
せ
る

は
皆
な
以
て
吉
と
爲
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
太
卜
は
易
占
を
含
む
様
々
な
占
卜
を
職
務
と
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
そ
の
官
は
同
巻
一
九
・
百
官
公
卿
表
上
に
、

奉
常
は
、
秦
官
な
り
。
掌
宗
廟
の
禮
儀
を
掌
り
、
丞
有
り
。
景
帝
中
六
年

名
を
太
常
に
更
む
。
屬
官
に
太
樂
・
太
祝
・
太
宰
・
太
史
・
太
卜
・
太
醫



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

九
九

の
六
令
・
丞
有
り
。
…
中
略
…
景
帝
中
六
年
名
を
更
め
太
祝
を
祠
祀
と
爲

す
。
武
帝
太
初
元
年
更
め
て
廟
祀
と
曰
い
、
初
め
て
太
卜
を
置
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
宗
廟
の
祭
祀
を
司
る
奉
常
の
属
下
に
あ
り
、
武
帝
太
初
元
年

に
は
じ
め
て
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、『
史
記
』
巻
八
七
李
斯
列
伝
に
秦
の
二
世
皇
帝
が
太
卜
に
亀
卜
を

行
わ
せ
た
こ
と
が
見
え（

（
（

、
同
亀
策
列
伝
に
「
高
祖
の
時
に
至
り
、
秦
の
太
卜
に

因
り
て
官
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、
太
卜
は
そ
の
上
官
で
あ
る
奉

常
と
同
様
に
秦
官
に
由
来
し
、
前
漢
建
国
時
よ
り
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

事
実
、
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
秩
律
に
は（

（（
（

、

汾
陰
…
中
略
…
太
卜
…
中
略
…
秩
各
六
百
石
と
し
、
丞
・
尉
有
る
は
之
を

半
し
、
田
・
郷
部
二
百
石
、
司
空
及
び
衞
官
・
校
長
は
百
六
十
石
と
す
。

（
四
五
一
～
四
五
四
簡
（

と
あ
っ
て
、
太
卜
の
官
が
漢
初
か
ら
あ
っ
た
こ
と
が
出
土
文
字
資
料
に
よ
っ
て

確
認
で
き
る
。

　

す
る
と
、
先
に
見
た
百
官
公
卿
表
の
「
武
帝
太
初
元
年
…
中
略
…
初
置
太

卜
」
と
い
う
記
述
に
は
何
ら
か
の
誤
り
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
も
し
か
す

る
と
、
そ
の
直
後
に
「
博
士
、
秦
官
…
」
と
あ
る
も
の
に
続
け
て
「
初
め
て
太

卜
博
士
を
置
く
。
博
士
は
、
秦
官
…
」
と
本
来
二
度
続
け
て
読
む
べ
き
で
あ
っ

た
「
博
士
」
が
脱
落
し
た
の
か
も
知
れ
な
い（

（（
（

。
と
い
う
の
も
、「
太
卜
博
士
」

の
官
は
一
般
に
北
魏
よ
り
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が（

（（
（

、『
唐
六
典
』
巻
一
四

太
常
寺
太
卜
署
に
は
、

秦
・
漢
の
奉
常
の
屬
官
に
太
卜
令
・
丞
有
り
。
武
帝
太
卜
博
士
を
置
く
。

と
あ
る
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
こ
れ
に
従
え
ば
、
太
卜
は
張
家
山
漢
簡
に
よ
っ
て
裏
付

け
ら
れ
た
通
り
漢
初
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
武
帝
太
初
元
年
（
前
一
〇
四
（
に

な
っ
て
初
め
て
置
か
れ
た
の
は
太
卜
の
属
官
で
あ
る
太
卜
博
士
で
あ
っ
た
こ
と

に
な
る
。
と
も
あ
れ
、『
史
記
』
亀
策
列
伝
に
「
太
史
公
曰
」
と
し
て
、

今
上
の
即
位
す
る
に
至
り
、
博
く
藝
能
の
路
を
開
き
、
悉
く
百
端
の
學
を

延
べ
、
一
伎
に
通
ず
る
の
士
は
咸
な
自
ら
效
を
得
、
絶
倫
超
奇
せ
る
者
は

右
と
爲
り
、
阿
私
す
る
所
無
く
、
數
年
の
閒
、
太
卜
大
い
に
集
ま
る
。
會

上
匈
奴
を
擊
た
ん
と
欲
し
、
西
は
大
宛
を
攘
し
、
南
は
百
越
を
收
む
る
に
、

卜
筮
至
り
て
預
見
表
象
し
、
先
に
其
の
利
を
圖
る
。
及
び
猛
將
鋒
を
推
し

節
を
執
り
、
勝
を
彼
に
獲
れ
ば
、
而
る
に
蓍
龜
時
日
に
し
て
亦
た
此
れ
に

力
有
る
な
り
。

と
あ
り
、
武
帝
の
こ
ろ
太
卜
に
は
数
多
く
の
人
材
が
集
ま
り
、
匈
奴
や
南
越
討

伐
に
際
し
て
多
く
の
功
績
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
こ
ろ

太
卜
は
大
き
く
拡
充
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
下
っ
て
『
続
漢
書
』
百
官

志
二
に
は
、

本
注
に
曰
く
、
祠
祀
令
一
人
有
り
、
後
轉
じ
て
少
府
に
屬
す
。
太
卜
令
有

り
、
六
百
石
な
る
も
、
後
省
き
て
太
史
に
并
す
。

と
あ
り
、
後
漢
初
に
至
る
ま
で
太
卜
は
存
続
す
る
。

　

ま
た
太
卜
と
の
統
属
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
に
卜
が
あ
る
。
卜
が
具
体
的

に
い
か
な
る
種
類
の
占
卜
を
行
っ
て
い
た
か
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
太
卜

が
易
占
を
含
む
様
々
な
占
卜
に
通
じ
て
い
た
の
と
同
様
に
、
卜
も
亀
卜
に
限
ら

ず
多
く
の
占
卜
の
技
能
を
習
得
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
卜
お
よ
び
史
（
歴



一
〇
〇

史
著
述
の
官
な
い
し
書
記
官
（・
祝
（
神
官
（
の
任
官
の
規
定
と
し
て
、「
二
年

律
令
」
史
律
に
、

史
・
卜
の
子
年
十
七
歳
に
し
て
學
ぶ
。
史
・
卜
・
祝
の
學
童
、
學
ぶ
こ
と

三
歳
な
れ
ば
、
學

將
い
て
太
史
・
太
卜
・
太
祝
に
詣
ら
し
め
、
郡
の
史

學
童
は
其
の
守
に
詣
ら
し
め
、
皆
會
し
て
八
月
朔
日
に
之
を
試
せ
。（
四

七
四
簡
（

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
史
・
卜
の
子
は
十
七
歳
で
そ
れ
ぞ
れ
の
技
能
に
つ

い
て
学
び
は
じ
め
、
三
年
後
に
は
卜
・
史
・
祝
登
用
の
た
め
の
試
験
が
行
わ
れ

て
い
た
。
そ
の
試
験
の
内
容
と
任
官
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

卜
の
學
童
、
能
く
史
書
を
諷
書
す
る
こ
と
三
千
字
、
卜
書
を
誦
す
る
こ
と

三
千
字
に
し
て
、
六
發
を
卜
し
て
一
以
上
を
中
つ
れ
ば
、
乃
ち
卜
と
爲
る

を
得
、
以
て
官
佐
と
爲
せ
。
其
れ
能
く
三
萬
以
上
を
誦
す
る
者
は
、
以
て

卜
と
爲
し
、
上
計
六
更
と
す
。
缺
く
れ
ば
脩
法
を
試
し
、
六
發
を
卜
し
て

三
以
上
を
中
つ
れ
ば
之
に
補
え
。（
四
七
七
・
四
七
八
簡
（

と
あ
り
、
ま
た
、

卜
は
、
太
卜
之
を
官
せ
。
史
・
卜
足
ら
ざ
れ
ば
、
乃
ち
佐
よ
り
除
せ
。

（
四
八
一
簡
（

と
あ
る
。「
上
計
」「
脩
法
」
な
ど
具
体
的
に
何
を
指
し
て
い
る
も
の
か
語
義
を

確
定
し
難
い
箇
所
も
あ
る
が（

（（
（

、
少
な
く
と
も
こ
の
条
文
か
ら
は
、
十
七
歳
で
卜

学
童
と
な
っ
た
卜
の
子
に
は
三
年
後
に
太
卜
に
お
い
て
筆
記
・
技
能
試
験
が
行

わ
れ
、
そ
れ
を
通
過
す
る
と
、
ま
ず
は
卜
の
佐
に
任
じ
ら
れ
、
卜
に
欠
員
が
生

じ
た
場
合
は
、
太
卜
に
よ
っ
て
佐
の
中
か
ら
補
任
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
試
験
の
内
容
は
史
書
（
字
書
か
（
を
諷
書
す
る
こ
と
、
卜
書
を
暗
誦
す
る

こ
と
、
占
卜
を
六
回
中
一
回
当
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
試
験
の
成
績

に
よ
っ
て
は
一
足
飛
び
に
卜
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
卜
は
教
導
者
（
學

（
や
登
用
試
験
に
よ
っ
て
そ
の
養
成
段
階
か
ら
国

家
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
占
卜
の
「
品
質
」
も
管
理
・
保
証

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
、
占
卜
を
専
門
の
職
掌
と
す
る
太
卜
は
前
漢
を
通

じ
て
存
在
し
、
そ
の
配
下
で
実
質
的
に
占
卜
を
行
う
卜
官
の
技
術
的
水
準
も
国

家
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
易
占
を
含
む
占
卜
に
対

し
て
、
国
家
が
大
き
な
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

２　
売
卜
者

　

一
方
で
、
市
井
に
身
を
置
き
、
民
間
で
売
卜
を
行
う
も
の
も
あ
っ
た
。『
史

記
』
日
者
列
伝
に
見
え
る
司
馬
季
主
は
、

司
馬
季
主
は
、
楚
人
な
り
。
長
安
の
東
市
に
卜
す
。
宋
忠
中
大
夫
た
り
、

賈
誼
博
士
た
り
…
中
略
…
。
二
人
即
ち
同
輿
し
て
市
に
之
き
、
卜
肆
の
中

に
游
ぶ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
長
安
の
東
市
で
卜
肆
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た

『
漢
書
』
巻
七
一
雋
不
疑
伝
に
は
、

廷
尉
何
人
を
驗
治
し
、
竟
に
姦
詐
を
得
。
本
と
夏
陽
の
人
、
姓
は
成
、
名

は
方
遂
、
湖
に
居
る
。
卜
筮
を
以
て
事
と
爲
す
。
故
の
太
子
舍
人
嘗
て
方

遂
よ
り
卜
す
る
有
り
、
謂
い
て
曰
く
、「
子
の
狀
貌
、
甚
だ
衞
太
子
に
似



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

一
〇
一

る
」
と
。
方
遂
心
に
其
言
を
利
と
し
、
得
以
て
富
貴
を
得
ん
こ
と
を
幾
い
、

即
ち
詐
り
て
自
稱
し
闕
に
詣
る
。

と
あ
っ
て（

（（
（

、
衛
太
子
を
騙
っ
た
成
方
遂
な
る
人
物
は
卜
筮
を
生
業
と
し
、
彼
の

も
と
に
は
「
太
子
舍
人
」
な
ど
の
官
吏
も
訪
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
同
巻
八
一
張
禹
伝
に
は
、

張
禹
字
は
子
文
、
河
内
軹
の
人
な
り
。
禹
の
父
に
至
り
て
家
を
蓮
勺
に
徙

す
。
禹
兒
た
り
し
と
き
、
數
し
ば
家
に
隨
い
市
に
至
り
、
喜
び
て
卜
相
者

の
前
に
觀
る
。
之
を
久
し
う
す
る
に
、
頗
る
其
の
蓍
を
別
ち
卦
を
布
く
の

意
を
曉
り
、
時
に
旁
よ
り
言
う
。
卜
者
之
を
愛
し
、
又
た
其
の
面
貌
を
奇

と
し
、
禹
の
父
に
「
是
の
兒
多
知
な
り
、
經
を
學
ば
し
む
べ
し
」
と
謂
う
。

禹
の
壯
す
る
に
及
び
、
長
安
に
至
り
て
學
び
、
沛
郡
の
施
讎
よ
り
易
を
受

け
、
琅
邪
の
王
陽
・
膠
東
の
庸
生
に
論
語
を
問
う
。

と
あ
り
、
張
禹
の
幼
少
期
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
幼
い

張
禹
が
蓮
勺
の
市
に
い
た
卜
相
者
に
親
し
み
、
居
な
が
ら
に
し
て
「
蓍
を
別
ち

卦
を
布
く
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
易
占
に
通
じ
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

が
、
卜
相
者
が
張
禹
の
才
能
を
見
抜
い
て
「
學
經
」
す
る
こ
と
を
勧
め
た
こ
と

か
ら
考
え
る
に
、
こ
こ
で
卜
相
者
が
行
っ
て
い
た
易
占
と
「
經
」
の
易
は
本
質

的
に
は
同
じ
で
、
後
者
の
方
が
よ
り
高
等
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

　

加
え
て
『
史
記
』
日
者
列
伝
に
も
「
褚
先
生
曰
く
、
臣
郎
た
り
し
時
、
長
安

中
を
游
觀
し
、
卜
筮
の
賢
大
夫
に
見
ゆ
」
と
あ
っ
て
、『
漢
書
』
巻
七
二
王
貢

両
龔
鮑
伝
に
も
、

（
嚴
（
君
平
は
成
都
の
市
に
卜
筮
し
、
以
爲
く
「
卜
筮
は
賤
業
な
り
、
而

る
に
以
て
衆
人
に
惠
あ
る
べ
し
。
邪
惡
非
正
の
問
有
ら
ば
、
則
ち
蓍
龜
に

依
り
て
爲
に
利
害
を
言
わ
ん
。
與
人
の
子
に
言
を
與
う
に
孝
に
依
ら
し
め
、

人
の
弟
に
言
を
與
う
に
順
に
依
ら
し
め
、
人
の
臣
に
言
を
與
う
に
忠
に
依

ら
し
め
、
各
因
勢
に
因
り
て
之
を
導
く
に
善
を
以
て
せ
ば
、
吾
が
言
に
從

う
者
は
、
已
に
過
半
な
り
」。
裁
日
數
人
を
閲
し
、
百
錢
を
得
て
自
ら
養

う
に
足
ら
ば
、
則
ち
肆
を
閉
じ
簾
を
下
し
て
老
子
を
授
く
。

と
あ
り
、
司
馬
季
主
の
よ
う
に
官
吏
た
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
い
「
隠
者
」
的

性
格
を
持
つ
卜
者
の
例
も
見
ら
れ
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
太
卜
・
卜
な
ど
占
卜
を
専
門
と
す
る
官
吏
と
は
別

に
、
民
間
に
も
売
卜
を
事
と
す
る
人
々
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

国
家
の
側
だ
け
で
な
く
、
社
会
的
に
広
く
占
卜
・
易
占
の
現
実
的
有
効
性
が
認

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

３　
官
吏
に
お
け
る
易
の
習
得

　

易
を
学
び
、
そ
の
技
能
を
習
得
し
た
人
物
で
あ
っ
て
も
、
太
卜
な
ど
占
卜
を

本
務
と
す
る
官
に
就
か
な
い
場
合
も
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
阜
陽
漢
簡
「
周

易
」
は
被
葬
者
が
前
漢
建
国
の
功
臣
で
、
後
に
太
僕
と
な
っ
た
夏
侯
嬰
と
推
定

さ
れ
る
文
帝
期
の
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
彼
が
そ
の
生
前
に
用
い
て
い
た

も
の
と
見
ら
れ
る
が（

（（
（

、
夏
侯
嬰
が
太
卜
な
ど
易
占
を
職
務
と
す
る
官
に
就
い
た

と
い
う
記
述
は
史
料
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
『
史
記
』
巻
四
九
外
戚
世
家

に
、



一
〇
二

臧
兒
の
長
女
は
嫁
し
て
金
王
孫
の
婦
と
爲
り
、
一
女
を
生
む
な
り
。
而
し

て
臧
兒
之
を
卜
筮
す
る
に
、
兩
女
皆
當
に
貴
か
る
べ
し
と
曰
う
。
因
り
て

兩
女
を
奇
と
せ
ん
と
欲
し
、
乃
ち
金
氏
よ
り
奪
う
。
金
氏
怒
り
、
予
決
す

る
を
肯
ん
ぜ
ず
、
乃
ち
之
を
太
子
宮
に
内
る
。

と
あ
り
、
景
帝
の
皇
后
王
氏
の
母
で
あ
る
臧
児
が
卜
筮
を
行
っ
て
い
る
。
同
じ

く
『
漢
書
』
巻
七
一
于
定
国
伝
に
は
、

郡
中
枯
旱
す
る
こ
と
三
年
、
後
に
太
守
至
り
、
其
の
故
を
卜
筮
す
る
に
、

于
公
曰
く
、「
孝
婦
死
に
當
た
ら
ざ
る
に
、
前
の
太
守
彊
い
て
之
を
斷
じ
、

咎
黨
是
に
在
る
や
」
と
。
是
に
於
て
太
守
牛
を
殺
し
て
自
ら
孝
婦
の
冢
を

祭
り
、
因
り
て
其
の
墓
を
表
せ
ば
、
天
立
ど
こ
ろ
に
大
雨
し
、
歳
孰
す
。

郡
中
此
を
以
て
大
い
に
于
公
を
敬
重
す
。

と
あ
っ
て
東
海
郡
守
が
卜
筮
を
行
っ
た
こ
と
が
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
ら
が

先
述
し
た
よ
う
な
卜
官
や
売
卜
者
に
占
卜
を
行
わ
せ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

『
史
記
』
巻
四
九
竇
太
后
世
家
に
、

竇
皇
后
の
兄
は
竇
長
君
、
弟
は
竇
廣
國
と
曰
い
、
字
は
少
君
。
少
君
年
四

五
歳
た
り
し
時
、
家
貧
し
く
、
人
の
略
賣
す
る
處
と
爲
り
、
其
の
家
其
の

處
を
知
ら
ず
。
十
餘
家
を
傳
り
、
宜
陽
に
至
り
、
爲
其
の
主
の
爲
に
山
に

入
り
炭
を
作
る
に
、
暮
に
岸
下
に
臥
す
こ
と
百
餘
人
あ
り
、
岸
崩
れ
、
盡

く
臥
す
る
者
を
壓
殺
す
る
も
、
少
君
獨
り
脱
る
る
を
得
、
死
せ
ず
。
自
ら

卜
す
る
に
數
日
に
し
て
當
に
侯
爲
る
べ
し
と
、
其
の
家
に
從
い
て
長
安
に

之
く
。

と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
占
卜
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。『
漢
書
』
巻
九
〇
厳
延

年
伝
に
は
、

河
南
の
界
中
又
た
蝗
蟲
有
り
、
府
丞
義
出
で
て
蝗
を
行
る
…
中
略
…
丞
義

年
老
い
頗
る
悖
、
素
よ
り
延
年
を
畏
れ
、
中
傷
さ
る
る
を
恐
る
。
延
年
本

よ
り
嘗
て
義
と
倶
に
丞
相
の
史
爲
り
、
實
に
親
し
く
之
を
厚
う
し
、
意
に

毀
傷
す
る
無
く
、
之
に
饋
遺
す
る
こ
と
甚
は
だ
厚
し
。
義
愈
益
恐
れ
、
自

ら
筮
し
て
死
卦
を
得
、
忽
忽
と
し
て
樂
し
ま
ず
、
取
告
し
て
長
安
に
至
り
、

上
書
し
て
延
年
の
罪
名
十
事
を
言
う
。

と
あ
っ
て
、
府
丞
の
義
な
る
人
物
が
自
ら
の
将
来
を
筮
に
よ
っ
て
占
っ
た
こ
と

が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
太
卜
や
売
卜
者
の
よ
う
に
、
占
卜
を
本
業
と

し
な
い
人
物
で
あ
っ
て
も
、
易
占
の
技
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
彼

ら
が
い
か
な
る
方
途
に
よ
っ
て
易
の
技
能
を
習
得
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

史
律
に
見
え
る
よ
う
な
卜
の
養
成
機
関
に
所
属
し
つ
つ
も
登
用
試
験
に
失
敗
す

る
な
ど
し
て
卜
と
な
れ
な
か
っ
た
も
の
、
張
禹
な
ど
の
よ
う
に
民
間
の
売
卜
者

よ
り
教
え
を
得
た
も
の
が
こ
う
い
っ
た
知
識
を
一
般
に
広
め
る
こ
と
と
な
っ
た

も
の
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。

　

こ
う
い
っ
た
易
の
広
が
り
の
中
で
、
つ
い
に
は
易
の
習
得
を
理
由
に
官
吏
と

な
る
事
例
も
現
れ
て
く
る
。『
史
記
』
巻
一
二
一
儒
林
列
伝
に
、

（
楊
（
何
は
易
を
以
て
元
光
元
年
徴
せ
ら
れ
、
官
は
中
大
夫
に
至
る
。
齊

人
即
墨
成
は
、
易
を
以
て
城
陽
の
相
に
至
る
。
廣
川
の
人
孟
但
は
、
易
を

以
て
太
子
門
大
夫
と
爲
る
。
魯
人
周
霸
・
莒
人
衡
胡
・
臨
菑
人
主
父
偃
は
、

皆
な
易
を
以
て
二
千
石
に
至
る
。
然
れ
ば
易
を
要
言
す
る
者
は
楊
何
の
家

に
本
づ
く
な
り
。



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

一
〇
三

と
あ
る
楊
何
を
は
じ
め
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
即
墨
成
・
孟
但
・
周
覇
・
衡
胡
・

主
父
偃
な
ど
は
易
に
よ
っ
て
様
々
な
官
に
就
任
し
た
と
さ
れ
る（

（（
（

。
同
様
の
例
は

同
伝
お
よ
び
『
漢
書
』
儒
林
伝
を
中
心
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
ま
と

め
る
と
次
表
の
ご
と
く
に
な
る
。

姓
名　
　
時
期　
　
　
事
由　
　
　
任
官

楊
何　
　

元
朔
中　
　

以
治
易　
　

漢
中
大
夫

　
　
　
　

元
光
元
年　

以
易
徴

　
　
　
　

元
光
中　
　

徴

即
墨
成　

不
明　
　
　

以
易　
　
　

城
陽
相

孟
但　
　

〃　
　
　
　

以
易　
　
　

太
子
門
大
夫

周
覇　
　

〃　
　
　
　

以
易　
　
　

二
千
石
（
膠
西
内
史
？
（

　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
官
（
膠
西
内
史
？
（

衡
胡　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
石

主
父
偃　

〃　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
石
（
斉
相
？
（

高
康　
　

〃　
　
　
　

以
明
易　
　

郎

劉
伋　
　

〃　
　
　
　

以
易
教
授　

郡
守

韓
生　
　

〃　
　
　
　

以
易
徴　
　
（
不
明
（

　

年
代
の
わ
か
る
も
の
は
楊
何
の
元
光
元
年
（
前
一
三
四
（
の
み
だ
が（

（（
（

、「
易

を
要
言
す
る
者
は
楊
何
の
家
に
本
づ
く
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
外
の

人
物
は
楊
何
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
明
ら
か
に
楊
何
以
降
の
人
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
武
帝
の
こ
ろ
か
ら
易
の
習
得
を
理
由
に
官
吏
と
し
て
登
用

し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
史
記
』
儒
林
列
伝
中
に
は
楊
何
が
漢
中
大
夫
と

な
っ
た
記
述
と
よ
く
似
た
表
現
が
散
見
し
、

公
孫
弘
春
秋
を
以
て
白
衣
に
し
て
天
子
の
三
公
と
爲
り
、
封
ず
る
に
平
津

侯
を
以
て
す
。

清
河
王
の
太
傅
轅
固
生
は
、
齊
人
な
り
。
詩
を
治
む
る
を
以
て
、
孝
景
の

時
に
博
士
と
爲
る
。

諸
の
齊
人
詩
を
以
て
顯
貴
な
る
は
、
皆
固
の
弟
子
な
り
。

瑕
丘
の
蕭
奮
は
禮
を
以
て
淮
陽
太
守
と
爲
る
。

董
仲
舒
は
廣
川
の
人
な
り
。
春
秋
を
治
む
る
を
以
て
、
孝
景
の
時
博
士
と

爲
る
。

董
仲
舒
の
子
及
び
孫
は
皆
な
學
を
以
て
大
官
に
至
る
。

な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
彼
ら
を
官
吏
と
し
て
登
用
し
た
の
は
儒
教
的

学
問
を
身
に
つ
け
て
い
た
ゆ
え
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
『
漢

書
』
巻
八
八
儒
林
伝
に
、

（
梁
丘
（
賀
、
筮
の
應
有
る
を
以
て
、
是
に
繇
り
て
近
幸
せ
ら
れ
、
太
中

大
夫
、
給
事
中
と
爲
り
、
少
府
に
至
る
。

と
あ
る
ご
と
く
、
そ
の
能
力
が
現
実
的
な
有
効
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
考
慮

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
易
占
は
国
家
に
よ
っ
て
そ
の
有
用
性
と
品
質

が
保
証
さ
れ
、
民
間
で
も
多
く
の
人
々
が
こ
れ
に
携
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ

て
、
漢
代
を
通
じ
て
易
占
は
社
会
的
に
広
く
そ
の
現
実
的
効
能
が
認
知
さ
れ
た

技
能
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
々
を
支
配
す

る
側
の
官
吏
た
ち
に
と
っ
て
、
公
私
に
わ
た
る
諸
事
を
解
決
し
て
く
れ
る
易
占



一
〇
四

は
き
わ
め
て
有
用
な
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
事
実
、
阜
陽
漢
簡
「
周

易
」
に
見
ら
れ
る
占
辞
は
、
社
会
的
上
層
に
あ
る
人
物
の
日
常
的
関
心
に
近
し

い
事
柄
の
吉
凶
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
儒
教
の
側
が
い
か
に
し
て
易
を
そ
の
他
の
占
卜
と
差
別
化
し
て
い
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
「
易
」
の
み
を
儒
教
の
中
に
摂
り
こ
ん
で
い
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
は
次
節
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

二
　
易
学
の
系
譜

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
お
お
よ
そ
武
帝
期
を
境
と
し
て
、
易
の
習
得
に
よ
っ
て

官
吏
と
な
っ
た
人
物
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
続
い
て
は
易
を
伝
え
て
き
た
人
々
の
系
譜
を
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し

よ
う
。『
史
記
』
巻
一
二
一
儒
林
列
伝
に
は
「
魯
の
商
瞿
、
孔
子
よ
り
易
を
受

く
。
孔
子
卒
し
、
商
瞿
易
を
傳
え
、
六
世
に
し
て
齊
人
田
何
字
子
莊
に
至
り
、

而
し
て
漢
興
る
」
と
あ
り
、
孔
子
の
弟
子
商
瞿
よ
り
漢
初
の
田
何
ま
で
六
世
を

経
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
六
世
に
つ
い
て
は
同
巻
六
七
仲
尼
弟
子
列
伝

に
、

商
瞿
は
魯
の
人
、
字
は
子
木
な
り
。
孔
子
よ
り
少
き
こ
と
二
十
九
歳
。
孔

子
易
を
瞿
に
傳
え
、
瞿
は
楚
の
人

臂
子
弘
に
傳
え
、
弘
は
江
東
の
人
矯

子
庸
疵
に
傳
え
、
疵
は
燕
の
人
周
子
家
豎
に
傳
え
、
豎
は
淳
于
の
人
光
子

乘
羽
に
傳
え
、
羽
は
齊
の
人
田
子
莊
何
に
傳
う
。

と
あ
り
、
同
様
の
記
述
が
『
漢
書
』
儒
林
伝
に
も
、

魯
の
商
瞿
子
木
は
易
を
孔
子
に
受
け
、
以
て
魯
の
橋
庇
子
庸
に
授
く
。
子

庸
は
江
東
の

臂
子
弓
に
授
く
。
子
弓
は
燕
の
周
醜
子
家
に
授
く
。
子
家

は
東
武
の
孫
虞
子
乘
に
授
く
。
子
乘
は
齊
の
田
何
子
裝
に
授
く
。
秦
の
禁

學
に
及
び
、
易
は
筮
卜
の
書
爲
り
て
獨
り
禁
ぜ
ら
れ
ず
、
故
に
傳
受
は
絶

え
ざ
る
な
り
。
漢
興
り
、
田
何
齊
田
の
杜
陵
に
徙
せ
ら
る
る
を
以
て
、
杜

田
生
と
號
す
。

と
あ
っ
て
、
そ
の
詳
細
が
見
え
る
。
両
者
の
異
同
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
、
対

照
し
て
図
示
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

史
記　

孔
子
―
魯
人
商
瞿
子
木
―
楚
人

臂
子
弘
―
江
東
矯
疵
子
庸
―

　
　
　

燕
人
周
豎
子
家
―
淳
于
光
羽
子
乘
―
齊
人
田
何
子
莊

漢
書　

孔
子
―
魯
人
商
瞿
子
木
―
魯
人
橋
庇
子
庸
―
江
東

臂
子
弓
―

　
　
　

燕
人
周
醜
子
家
―
東
武
孫
虞
子
乘
―
齊
人
田
何
子
裝

　

臂
・
矯
疵
（
橋
庇
（
が
逆
転
し
て
い
る
ほ
か
は
、
多
少
の
文
字
の
異
同
だ

け
で
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
系
譜
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
系
統

を
見
て
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
間
隔
の
幅
で
あ
る
。
孔
子
か
ら
田
何
ま

で
は
お
よ
そ
三
百
年
の
開
き
が
あ
り
、
そ
こ
に
こ
れ
ら
六
人
を
当
て
は
め
る
と

な
る
と
、
一
人
当
た
り
約
五
十
年
の
間
隔
を
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一

般
に
一
世
代
は
三
十
年
弱
で
あ
る
か
ら
、
単
に
伝
承
が
失
わ
れ
た
の
で
な
け
れ

ば
、
か
な
り
作
為
的
な
系
図
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
『
漢
書
』

の
「
漢
興
り
、
田
何
齊
田
の
杜
陵
に
徙
せ
ら
る
る
を
以
て
、
杜
田
生
と
號
す
」

と
い
う
記
述
に
も
疑
問
が
残
る
。「
杜
陵
」
は
宣
帝
の
時
に
「
杜
県
」
を
改
称

し
た
も
の
で
あ
り
、
漢
初
の
田
何
が
杜
陵
に
遷
さ
れ
「
杜
田
生
」
と
称
す
る
こ



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

一
〇
五

と
は
年
代
的
に
無
理
が
あ
る（

（（
（

。
と
も
あ
れ
、
か
な
り
作
為
的
な
も
の

と
は
い
え
、
前
漢
当
時
に
、
こ
う
い
っ
た
孔
子
に
つ
な
が
る
易
の
伝

授
が
連
綿
と
続
い
て
き
た
、
と
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き

る
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
点
に
だ
け
注
目
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

　
　

１　
田
何
以
降
の
師
弟
関
係

　

続
い
て
、
漢
初
の
人
と
さ
れ
る
田
何
以
降
の
系
譜
を
検
討
し
た
い
。

『
史
記
』
儒
林
列
伝
お
よ
び
『
漢
書
』
儒
林
伝
な
ど
を
参
照
し
、
前

漢
に
お
い
て
易
を
習
得
し
た
と
み
な
せ
る
人
物
の
関
係
を
図
示
す
る

と
下
図
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
直
線
的
な
師
弟
関

係
で
あ
り
、
自
ら
の
易
が
孔
子
に
ま
で
繋
が
る
も
の
で
あ
る
、
と
い

う
「
正
統
性
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
前
漢
に
お
け
る
易
は
『
漢
書
』
儒
林
伝
に
、

（
孟
（
喜
孝
廉
に
舉
げ
ら
れ
郎
と
爲
り
、
曲
臺
署
長
と
な
る
も
、

病
も
て
免
ぜ
ら
れ
、
丞
相
の
掾
と
爲
る
。
博
士
缺
け
、
衆
人
喜

を
薦
む
。
上
喜
の
師
法
を
改
む
る
を
聞
き
、
遂
に
喜
を
用
い
ず
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
師
法
」
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
同
伝
に
よ
る
と
、

成
帝
の
時
に
至
り
、
劉
向
校
書
し
て
易
説
を
考
う
る
に
、
以
爲

く
諸
の
易
家
の
説
は
皆
な
田
何
・
楊
叔
元
・
丁
將
軍
を
祖
と
し
、

費
直

韓
嬰

王
璜

韓
生

項
生

服
生

丁
寛

蓋
寛
饒

高
相

母
昌
永

高
康

梁
丘
賀

梁
丘
臨

五
鹿
充
宗

鄧
彭
祖

士
孫
張

張
博

任
良

王
駿

乗
弘

京
房
ｂ

焦
贛

蓋
寛
饒

翟
牧

孟
喜

田
王
孫

田
何

主
父
偃

衡
胡

周
覇

周
王
孫

孟
但

王
同

施
讎

即
墨
成

司
馬
談

楊
何

梁
丘
賀

京
房
ａ

白
光

魯
伯

張
禹

彭
宣

戴
崇

毛
莫
如

邴
丹

梁
丘
臨

姚
平

殷
嘉

衡
咸※実線は師弟関係

※京房ａ、京房ｂは別人



一
〇
六

大
誼
略
ぼ
同
じ
く
、
唯
だ
京
氏
の
み
異
と
爲
し
、
焦
延
壽
を
黨
と
す
る
は

獨
り
隱
士
の
説
を
得
た
り
と
し
、
之
を
孟
氏
に
託
し
、
相
い
與
に
同
じ
か

ら
ず
。

と
あ
り
、
成
帝
の
時
に
劉
向
が
易
説
を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
易
家
が
そ

の
祖
師
を
田
何
・
楊
何
・
丁
寛
の
い
ず
れ
か
と
し
、
京
氏
易
の
み
異
な
っ
て
い

た
こ
と
が
見
え
る
。
周
知
の
通
り
、
こ
の
劉
向
に
よ
る
校
書
は
『
別
録
』
と
し

て
整
理
さ
れ
、
や
が
て
『
漢
書
』
芸
文
志
の
種
本
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
が
、

同
儒
林
伝
に
も
「（
田
何
は
（
東
武
の
王
同
子
中
・
雒
陽
の
周
王
孫
・
丁
寬
・

齊
の
服
生
に
授
け
、
皆
な
易
傳
數
篇
を
著
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、

『
漢
書
』
儒
林
伝
の
記
載
も
劉
向
の
校
書
す
な
わ
ち
『
別
録
』
と
同
じ
よ
う
な

記
述
を
元
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

す
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
易
説
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
学
派
」
に
属
す
る
も
の
が

自
ら
の
易
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
は
し
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
物
語
る
の
が
、
同
伝
に
、

（
孟
（
喜
自
ら
稱
譽
せ
る
を
好
み
、
易
家
候
陰
陽
災
變
書
を
得
、
詐
り
て

師
の
田
生
且
に
死
す
る
時
喜
を
枕
し
て
、
獨
り
喜
に
傳
う
と
言
う
に
、
諸

儒
此
を
以
て
之
を
耀
と
す
。
…
中
略
…
又
蜀
人
趙
賓
小
數
書
を
好
み
…
中

略
…
孟
喜
に
受
く
と
云
い
、
喜
爲
に
之
を
名
と
す
。

（
焦
（
延
壽
云
く
、
嘗
て
孟
喜
に
從
い
易
を
問
う
に
、
會
喜
死
す
と
。

（
京
（
房
以
て
延
壽
易
は
即
孟
氏
の
學
と
爲
す
も
、
翟
牧
・
白
生
肯
ん
ぜ

ず
、
皆
な
非
と
曰
う
な
り
。

と
あ
る
も
の
で（

（（
（

、
師
弟
関
係
そ
の
も
の
が
仮
託
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
す
る
と
、
こ
う
い
っ
た
易
の
伝
授
の
系
統
は
そ
も
そ
も
作
為
的
な
も
の
で
、

易
学
が
公
的
に
認
め
ら
れ
、
そ
の
学
統
が
問
題
と
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
顧
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　

２　
学
官
と
易
博
士

　

彼
ら
が
こ
の
よ
う
に
し
て
自
ら
の
歴
史
的
正
統
性
を
訴
え
た
の
は
、
そ
の
技

能
を
有
し
た
人
物
が
「
學
官
」
す
な
わ
ち
「
易
博
士
」
へ
叙
任
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。「
學
官
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
引
い
た
『
漢

書
』
芸
文
志
に
、

宣
・
元
に
訖
る
ま
で
、
施
・
孟
・
梁
丘
・
京
氏
の
學
官
に
列
な
る
有
り
、

而
し
て
民
間
に
費
・
高
二
家
の
説
有
り
。

と
あ
り
、
施
讎
・
孟
喜
・
梁
丘
賀
・
京
房
の
伝
え
た
易
が
学
官
に
列
せ
ら
れ
た

こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
は
同
志
に
春
秋
に
つ
い
て
、

孝
宣
の
世
に
訖
る
ま
で
、
歐
陽
・
大
小
夏
侯
氏
有
り
、
學
官
に
立
て
ら
る
。

と
あ
る
学
官
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
同
義
で
、
具
体
的
に
は
そ
の
学
統
の
継
承

者
を
博
士
に
任
じ
る
こ
と
を
指
す
が
、
そ
れ
は
そ
の
学
統
が
歴
史
的
正
統
性
を

有
す
る
こ
と
を
認
め
、
国
家
が
承
認
し
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
易
に
関
し
て

言
え
ば
、
同
儒
林
伝
に
は
、

梁
丘
賀
少
府
と
爲
る
に
及
び
、
事
多
く
、
遣
子
臨
を
遣
わ
し
分
け
て
門
人

張
禹
等
を
將
い
讎
よ
り
問
わ
し
む
に
及
ぶ
。
讎
自
ら
匿
れ
て
見
る
を
肯
ぜ

ざ
る
も
、
賀
固
く
請
い
、
已
む
を
得
ず
乃
ち
臨
等
に
授
く
。
是
に
於
い
て

賀
讎
を
薦
め
、「
結
髮
し
て
師
に
事
う
こ
と
數
十
年
な
る
も
、
賀
及
ぶ
こ



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

一
〇
七

と
能
わ
ず
」
と
。
詔
し
て
讎
を
拜
し
て
博
士
と
爲
す
。

と
あ
っ
て
、
施
讎
が
博
士
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
同
伝
に
、

（
孟
（
喜
、
同
郡
の
白
光
少
子
・
沛
の
翟
牧
子
兄
に
授
け
、
皆
な
博
士
と

爲
る
。

（
京
（
房
、
東
海
の
殷
嘉
・
河
東
の
姚
平
・
河
南
の
乘
弘
に
授
け
、
皆
な

郎
・
博
士
と
爲
る
。

と
あ
っ
て
、
孟
喜
・
京
房
の
弟
子
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
易
博
士
と
な
っ
た
こ
と
、

同
巻
六
七
朱
雲
伝
に
、

是
の
時
、
少
府
五
鹿
充
宗
貴
幸
せ
ら
れ
、
梁
丘
易
を
爲
す
。

と
あ
り
、
同
儒
林
伝
に
、

（
五
鹿
（
充
宗
、
平
陵
の
士
孫
張
仲
方
・
沛
の
鄧
彭
祖
子
夏
・
齊
の
衡
咸

長
賓
に
授
く
。
張
、
博
士
と
爲
る
。

と
あ
る
よ
う
に
、
梁
丘
賀
の
再
伝
の
弟
子
で
あ
る
士
孫
張
が
易
博
士
と
な
っ
た

こ
と
が
見
え
る（

（（
（

。

　

学
統
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
が
自
ら
博
士
と
な
っ
た
例
は
施
讎
し
か
な
く
、
そ

れ
以
外
は
い
ず
れ
も
そ
の
弟
子
た
ち
が
そ
の
師
の
名
を
取
っ
て
「
某
氏
易
」
と

称
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
誰
か
ら
易
を
授
か
り
、
そ
れ
が
ど
こ
に
端
を
発
す
る

の
か
、
と
い
う
問
題
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、
易
博
士
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
確
実
な
史

料
と
し
て
は
施
讎
が
最
初
で
あ
り（

（（
（

、
そ
の
時
期
は
梁
丘
賀
・
張
禹
ら
の
事
績
か

ら
、
宣
帝
（
在
位
前
七
三
～
前
四
九
（
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
る
。

結
論

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
整
理
し
、
前
漢
に
お
け
る
易
の
歴
史
的
展
開

に
つ
い
て
ま
と
め
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

易
は
も
と
も
と
占
卜
の
一
種
で
あ
り
、
前
漢
を
通
じ
て
、
易
占
は
広
く
そ
の

現
実
的
有
効
性
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
占
卜
を
専
門
と
す
る
太
卜

の
官
は
前
漢
の
間
、
後
漢
に
な
る
ま
で
存
続
し
、
易
占
を
行
う
も
の
は
官
の
側

に
も
民
間
に
も
数
多
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
傾
向
は
武
帝
期
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
ず
、
つ
い
に
は
易
の
習
得
に
よ
っ
て
官
僚
と
な
っ
た
人
物
が
出
現
す

る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
社
会
的
に
広
く
易
占
の
効
能
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
す
る
と
、
様
々
な
系
統
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
易
は

そ
の
正
統
性
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
、
自
ら
の
学
統
は
孔
子
に
ま
で
溯
り
得
る
、

と
い
う
歴
史
的
正
統
性
を
確
立
し
得
た
「
施
・
孟
・
梁
丘
・
京
氏
」
の
四
流
の

み
が
学
官
に
立
て
ら
れ
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
宣
帝
期
に
易
博
士
が
置
か

れ
た
こ
と
で
易
の
「
経
典
化
」
は
ひ
と
ま
ず
の
完
成
を
見
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
『
易
』
は
経
典
の
一
つ
と
な
り
、
儒
教
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
要
因
は
、
易
が
古
来
為
政
者
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段
と
み
な
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
皇
帝
や
官
僚
た
ち
も
そ
の
技
能
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い

う
、
当
時
の
社
会
的
な
情
況
に
求
め
ら
れ
よ
う
。「
六
藝
」
の
語
に
象
徴
的
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
儒
教
は
為
政
者
に
と
っ
て
必
要
な
「
資
質
」
で
あ
る

と
と
も
に
、
実
践
的
な
支
配
の
「
技
術
」
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。



一
〇
八

を
知
ら
ん
と
し
、
乃
ち
鹿
を
獻
じ
、
之
を
馬
と
謂
う
。
二
世
左
右
に
問
う
に
、「
此
乃

ち
鹿
な
り
」
と
。
左
右
皆
曰
く
、「
馬
な
り
」
と
。
二
世
驚
き
、
自
ら
以
て
惑
え
る
と

爲
し
、
乃
ち
太
卜
を
召
し
令
し
て
之
を
卦
せ
し
む
。
太
卜
曰
く
、「
陛
下
春
秋
郊
祀
し
、

宗
廟
・
鬼
神
を
奉
る
に
、
齋
戒
不
明
な
ら
ば
、
故
に
此
に
至
れ
り
。
盛
德
に
依
り
而
し

て
齋
戒
を
明
か
に
す
べ
し
」
と
」。
と
あ
り
、
太
卜
が
占
卜
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
こ
で
の
「
卦
」
が
易
占
を
指
す
か
ど
う
か
は
断
定
し
難
い
。

（
（0
（�

張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
は
一
九
八
三
年
湖
北
省
荊
州
市
張
家
山
二
三
七
号
漢
墓

よ
り
出
土
し
た
前
漢
初
期
の
律
令
で
あ
る
。
標
題
の
「
二
年
」
は
呂
后
二
年
（
前
一
八

六
（
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
釈
文
は
彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男
主
編
『
二
年
律
令
与
奏
讞

書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
（
を
参
考
に
し
、
通
仮
字
等
は
適
宜
置
き
換
え

た
。

（
（（
（�

『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
の
原
文
は
白
文
だ
と
「
武
帝
太
初
元
年
更
曰
廟
祀
初
置
太

卜
博
士
秦
官
掌
通
古
今
」
と
あ
る
。『
漢
書
補
注
』
に
は
「
先
謙
曰
く
、
官
本
上
に
連

ね
て
提
行
せ
ず
、
博
士
は
太
常
に
屬
さ
ば
提
行
せ
ざ
る
が
是
な
ら
ん
」
と
あ
り
、
官
本

（
武
英
殿
本
系
（
で
は
「
太
卜
」
と
「
博
士
」
の
間
に
改
行
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と

指
摘
し
て
い
る
。
な
お
「
太
卜
博
士
」
と
続
け
て
読
む
場
合
は
「
太
卜
博
士
。
博
士
、

秦
官
」
と
も
う
一
つ
「
博
士
」
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
（（
（�

『
魏
書
』
巻
一
一
三
官
氏
志
に
そ
の
名
が
見
え
る
。

（
（（
（�

朱
永
嘉
・
蕭
木
注
訳
『
新
訳
唐
六
典
』（
三
民
書
局
、
二
〇
〇
二
（
で
は
、
百
官
公
卿

表
の
記
載
よ
り
「
太
卜
博
士
」
を
「
太
卜
」
の
誤
り
と
す
る
。

（
（（
（�

「
談
「
二
年
律
令
」
中
幾
種
律
的
分
類
与
編
連
」（『
出
土
文
献
研
究
』
第
六
輯
、
二
〇

〇
四
（
を
参
照
。

（
（（
（�

引
用
文
中
の
「
…
を
以
て
事
と
爲
す
」
と
い
う
表
現
は
『
漢
書
』
中
に
い
く
つ
か
見

ら
れ
、「（
樊
噲
（
狗
を
屠
る
を
以
て
事
と
爲
す
」（
巻
四
一
樊
噲
伝
（、「（
卜
式
（
田
畜

を
以
て
事
と
爲
す
」（
巻
五
八
卜
式
伝
（、「
始
（
董
（
偃
、
母
と
與
に
珠
を
賣
る
を
以

て
事
と
爲
す
」（
巻
六
五
東
方
朔
伝
（
な
ど
と
あ
り
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
行
為
を
生

業
と
し
た
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
（（
（�

墓
主
は
一
般
に
二
代
目
の
汝
陰
侯
で
あ
る
夏
侯
竈
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
出
土
品

　
　

注

（
１
（�

『
漢
書
』
芸
文
志
に
よ
る
。
当
該
箇
所
の
韋
昭
・
孟
康
注
に
よ
る
と
、「
三
聖
」「
三

古
」
と
は
伏
羲
・
文
王
・
孔
子
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

（
２
（�
金
谷
治
『
秦
漢
思
想
史
研
究
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
〇
（、
本
田
済
『
易
学

―
成
立
と
展
開
』（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
六
〇
（。
銭
穆
「
論
十
翼
非
孔
子
作
」（『
古
史

弁
』
第
三
冊
（。

（
３
（�

高
田
真
治
『
易
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
（。

（
４
（�

『
易
』
の
経
典
化
に
つ
い
て
は
、
加
賀
栄
治
「「
易
」
の
経
典
化
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国

学
院
研
究
』
九
七
、
一
九
九
六
（
が
あ
る
。

（
５
（�

池
田
知
久
「『
周
易
』
研
究
の
課
題
と
方
法
」（『
両
漢
に
お
け
る
易
と
三
礼
』、
汲
古

書
店
、
二
〇
〇
六
（。

（
６
（�

ミ
リ
・
ル
ー
ビ
ン
、
岩
井
淳
訳
「
い
ま
文
化
史
と
は
何
か
」（『
い
ま
歴
史
と
は
何

か
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
五
、
一
二
七
～
一
五
二
頁
（。
ま
た
「
文
化
」
の
語

に
つ
い
て
は
、
テ
リ
ー
・
イ
ー
グ
ル
ト
ン
、
大
橋
洋
一
訳
『
文
化
と
は
何
か
』（
松
柏

社
、
二
〇
〇
六
（。

（
７
（�

安
徽
省
阜
陽
市
よ
り
出
土
し
た
阜
陽
漢
簡
「
周
易
」
は
「
卜
」
字
を
用
い
て
各
爻
に

お
け
る
占
断
の
辞
を
記
し
て
お
り
、
こ
の
字
が
易
占
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

（
８
（�

『
史
記
』
日
者
・
亀
策
列
伝
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
徳
男
「『
史
記
』
日

者
・
亀
策
両
列
伝
に
つ
い
て
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集
』
歴
史
学
・
地
理
学
第
一
一
号
、

一
九
八
一
（
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
佐
藤
武
敏
『
司
馬
遷
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、

一
九
九
七
（
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
前
漢
中

後
期
の
史
料
と
し
て
用
う
べ
き
も
の
と
す
る
（
第
七
章
「
五
『
史
記
』
に
お
け
る
後
人

増
補
の
問
題
」、
四
二
七
～
四
三
八
頁
（。
ま
た
楊
永
康
「『
史
記
』
日
者
列
伝
作
者
質

疑
」（『
晋
陽
学
刊
』
二
〇
〇
四
年
第
六
期
（
で
は
「
太
史
公
曰
」
な
ど
の
語
句
が
散
見

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
著
者
を
司
馬
談
に
比
定
す
る
。

（
９
（�

『
史
記
』
巻
八
七
李
斯
列
伝
の
有
名
な
「
馬
鹿
」
の
故
事
に
「
李
斯
已
に
死
し
、
二

世
趙
高
を
拜
し
て
中
丞
相
と
爲
し
、
事
大
小
無
く
輒
ち
高
に
決
す
。
高
自
ら
權
の
重
き



前
漢
に
お
け
る
易
の
受
容
と
そ
の
「
経
典
化
」
に
つ
い
て

一
〇
九

な
ど
を
検
討
す
る
と
、
初
代
汝
陰
侯
の
夏
侯
嬰
を
墓
主
と
す
べ
き
か
。
拙
稿
「
阜
陽
漢

簡
「
周
易
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
」（『
史
滴
』
第
三
二
号
、
二
〇
一
〇
（
参
照
。

（
（（
（�
『
漢
書
』
芸
文
志
の
易
類
に
「
宣
・
元
に
訖
る
ま
で
、
施
・
孟
・
梁
丘
・
京
氏
の
學

官
に
列
な
る
有
り
、
而
し
て
民
間
に
費
・
高
二
家
の
説
有
り
」
と
あ
り
、
国
家
の
承
認

す
る
「
學
官
」
と
な
っ
た
「
施
・
孟
・
梁
丘
・
京
氏
」
の
四
派
と
は
別
に
、
民
間
に

「
費
・
高
」
の
二
家
の
易
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
（（
（�

中
大
夫
は
『
漢
書
』
百
官
公
卿
表
上
に
「
大
夫
は
論
議
を
掌
り
、
太
中
大
夫
・
中
大

夫
・
諫
大
夫
有
り
」
と
あ
り
、
宮
中
で
の
議
論
に
携
わ
る
官
。
太
子
門
大
夫
は
同
表
に

「
太
子
太
傅
・
少
傅
は
古
官
な
り
。
屬
官
に
太
子
門
大
夫
・
庶
子
・
先
馬
・
舍
人
有
り
」

と
あ
り
、
太
傅
の
属
官
で
あ
る
が
、
そ
の
職
掌
は
未
詳
。
二
千
石
は
九
卿
・
郡
太
守
な

ど
の
高
官
の
こ
と
で
あ
る
が
、
主
父
偃
は
『
史
記
』
巻
一
一
二
に
「
晩
に
乃
ち
易
・
春

秋
・
百
家
の
言
を
學
ぶ
」
と
あ
る
よ
う
に
易
を
学
ん
だ
の
は
晩
年
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
高
官
に
至
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。
と
も
あ
れ
、「
中
大
夫
」「
太

子
門
大
夫
」「
二
千
石
」
の
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
職
務
と
易
占
に
直
接
の
関
わ
り

を
示
す
史
料
は
な
い
。

（
（（
（�

元
朔
は
前
一
二
八
～
一
二
三
年
。
元
光
は
前
一
三
四
～
一
二
九
年
。

（
（0
（�

韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
『
周
易
』
研
究
』（
上
海
古
籍
、
二
〇
〇
四
年
（。

（
（（
（�

福
井
重
雅
氏
が
既
に
田
何
が
「
杜
陵
」
に
ち
な
ん
で
「
杜
田
生
」
と
称
す
る
こ
と
の

年
代
的
矛
盾
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
（
同
氏
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究
』、
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
五
、
二
一
〇
～
二
一
一
頁
（。

（
（（
（�

「（
孟
（
喜
爲
名
之
」
に
つ
い
て
、
顔
師
古
は
「
之
を
名
と
す
る
は
、
其
の
名
を
承
取

し
、
實
授
せ
り
と
云
う
な
り
」
と
す
る
。

（
（（
（�

あ
る
い
は
、
五
鹿
充
宗
が
博
士
と
な
っ
た
と
す
る
記
述
も
あ
る
。

（
（（
（�

施
讎
よ
り
も
前
に
田
王
孫
が
武
帝
期
こ
ろ
に
博
士
と
な
っ
た
と
王
国
維
は
推
定
す
る
が

（
同
「
漢
魏
博
士
考
」『
観
堂
集
林
』
巻
四
、
中
華
書
局
、
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